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はじめに

このたびは、ＴＤ－３５デジタルひずみ表示器をお買い求めいただきまして、まこと

にありがとうございます。

ＴＤ－３５の優れた性能を充分に発揮させ、ご使用いただくためご使用の前に本取扱

説明書をお読みいただき、内容を正しくご理解した上でお使いくださるようお願いいた

します。

故障修理について

本器は、厳重な社内検査に合格した製品です。

本器に生じた故障または不具合につきましては、ティアック電子計測株式会社所定のサ

ービス基準に基づき、修理もしくは交換させて頂きます。本器の故障または不具合に起

因する弊社の損害賠償責任は、いかなる場合も、本器の修理もしくは交換に限らせて頂

きます。但し、製造物責任法に基づき製造者が負うべき賠償責任には、上記制限は適用

されません。

ティアック電子計測株式会社

本社・営業部 〒211-0067 川崎市中原区今井上町８３番地 TEL 044（711）5221

FAX 044（711）5240

大阪営業所 〒564-0063 吹田市江坂町 1-23-26 TEL 06（6330）0291

FAX 06（6385）8849

広島駐在 〒738-0053 甘日市市阿品台 2-5-31 TEL 0829（39）7061

FAX 0829（39）7078

九州出張所 〒841-0201 佐賀県三養基郡山町小倉 855-78 TEL 0942（92）6895

FAX 0942（92）6896
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１． 概 要

型デジタルひずみ表示器はロードセルをはじめ、ひずみゲージを応用したＴＤ－３５

圧力、荷重、トルクなどの各種センサに適合するデジタルひずみ表示器です。

本器は±20000×10 ひずみの表示分解能を持っています。-6

ひずみ単位表示のほか、センサ出力値( mV/V)を入力し、ニュートン( N )などの実単位

に変換して直読表示にする機能があります。

本器は内蔵電池（単三）による動作と外部ＡＣ電源（ＡＣアダプタ使用）による動作も

可能となっています。

２． 特 徴

１）小型でハンディタイプです。

２）静ひずみ表示器としての必要な機能を全て持っていますので,センサを接続すだけで

計測が可能です。

３）接続可能なセンサは、ひずみゲージ式であれば,荷重,圧力・・など殆どのセンサに

にも適合しますのではば広く使用出来ます。

３． 構 成

１）プリアンプ ６）ブリッジ電源回路

２）Ａ／Ｄ変換回路 ７）操作部

３）表示回路 ８）内蔵電池

４）基準電源回路 ９）ACアダプタ入力回路

１０）電源回路５）ＣＰＵ

ＡＣ／ＤＣ

電源回路

－５Ｖ＋５Ｖ

ブリッジ電源回路

プリアンプ 

表示回路

Ａ／Ｄ変換回路

基準電源回路

LR6　4本　

内蔵電池

アダプタ 

J2
1

2
3

CPU

操作部
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４．標準付属品

１） オキシライド乾電池乾電池 ・・・・・・・・ 4本ZR6(Y)

２）取り扱い説明書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1部

３）ACアダプタ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1個

５．仕 様

入 力：ひずみゲージ式センサ

入力コネクタ：NDI-7Rコネクタ

ブリッジ電 源：DC 約2.5V 最大電流 30mA

入力範囲：±20000×10 ひずみ（±10mV/V）－６

零点調整：±10000×10 ひずみ デジタル調整－６

表 示：ひずみ表示モード 0～±20000×10 ひずみ－６

ユーザ表示モード 0～20000×10 ひずみ入力を0～99999の任意－６

の数値（少数点も任意）に表示出来る。

表示器：字高 約12mm 液晶による

表示回数：約6回／秒

ピークホールド：測定中の最大値を保持

校正確度：0.1％ F.S以内（FS = 20000×10 ひずみ）－６

非直線性：±1×10 ひずみ＋1digit－６

安定度 零 点：±0.2×10 ひずみ/℃－６

感 度：±0.1×10 ひずみ/℃－６

電池電圧低下表示：電池電圧約４Ｖにて液晶表示に“Ｂ”の文字を表示

使用条件

温度範囲：0～45℃

湿度範囲：最大80% RH 但し、結露なきこと

保存温度範囲：-40～80℃

電 源：内蔵電池 ZR6(Y9) 乾電池4本

外部電源 DC5～8V 専用ACアダプタ使用

消費電流 約170mA/DC6V 但し、ｾﾝｻ120Ω、ﾊﾞｯｸﾗｲﾄOFFにて

電池動作可能時間：約8時間 但し ZR6(Y)ｵｷｼﾗｲﾄﾞ乾電池、ｾﾝｻ120Ω

ﾊﾞｯｸﾗｲﾄOFF、室温にて

大きさ/重さ ：150mm(W)x100mm(D)x40mm(H) 突起物を除く

約 500g ZR6(Y)乾電池内蔵時
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６．取扱方法

6.1 背面部機能および名称

ＤＣ ＩＮ 外部電源入力コネクタ①

AC電源で使用する場合の電源入力コネクタです。

外部電源は付属のACアダプタを御使用下さい。

ＰＯＷＥＲ 電源スイッチ②

内蔵電池又は外部電源にての電源スイッチです。

外部電源が接続されている場合は、内蔵電池では動作せず電池は消耗しません。

ＬＩＧＨＴ 液晶表示器バックライトスイッチ③

表示器のバックライトのＯＮ／ＯＦＦスイッチです。なを電池使用でバックライト

をＯＮにすると約２倍の電力を消費しますので、特に電池使用時での動作時間に御

注意下さい。

ＩＮＤＩＣＡＴＩＯＮ 表示単位切り替えスイッチ④

ひずみ入力をひずみ単位(STRAIN)か、 mV/V入力を 表示(ＵＳＥＲ)○.○○○ ○○○○

にするかの切り替えスイッチです。

ひずみ単位を選んだ場合ひずみ量単位（×１０ ひずみ）で表示し、"STRAIN" －６

単位では設定された入力を指定された量で表示します。"USER"

ＺＥＲＯ ＳＥＴ ゼロセット動作ＯＮ／ＯＦＦスイッチ⑤

ゼロキャンセル動作のＯＮ／ＯＦＦスイッチです。

スイッチが の場合、操作パネルの⑬"SELECT"を押しながら⑨▼"ZERO-RESET""ON"
を押すとゼロキャンセルが出来ます。

スイッチが"ＯＦＦ"の場合ゼロキャンセル操作は出来ず、④で設定された表示値モ

ードでＴＤ－３５の内部ゼロを基準に現在のひずみ量を表示します。

この表示は、ひずみゲージおよびひずみゲージセンサの初期バランス値の確認に便

利です。



- 4 -

ＩＮＰＵＴ センサ入力コネクタ⑥

ひずみゲージセンサ用の入力コネクタでＮＤＩＳ規格のコネクタです。

適応するプラグは 多治見無線ＰＲＣ０３－１２Ａ１０－７Ｍ１０.５です。

ピン番号 信 号 名（ケーブル色）

Ａ ブリッジ電圧 ＋ （赤）

Ｂ ブリッジ出力 － （黒）

Ｃ ブリッジ電圧 － （青）

Ｄ ブリッジ出力 ＋ （白）

Ｅ シールド （黄）

Ｆ 無結線

Ｇ 無結線

（かっこ内のケーブル色は弊社の色です）

ひずみゲージセンサ結線図
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6.２ 操作部機能および名称

↑ キー⑦

設定の数値を上げる場合に使用します。

→ キー⑧

数値の設定時その桁を移動する場合に使用します。

↓ キー（ZERO-RESSET)⑨

設定の数値を下げる場合および ⑬と併用し、ゼロキャンセルをする場合に

使用します。

← キー⑩

数値の設定時その桁を移動する場合に使用します。

ENTER キー⑪

各設定時の設定後の数値を確定するスイッチです。

PEAK HOLD キー⑫

ピークホールド機能動作をさせるスイッチで、Ａ／Ｄサンプリング中の最大値を

ホールド表示します。ピークホールド中は表示画面の"Ｐ"の文字が表示します。

”Ｐ”表示後再度このスイッチを押すと ”Ｐ”が消えピークホールドが解除さ、

れ通常の表示モードになります。

SELECT キー⑬

各操作を行う組み合わせキーです。

キー操作 動作内容

⑬SELECT キー ⑨↓キー ゼロキャンセル＋

⑬SELECT キー ⑪ENTER キー USER 単位表示設定＋

⑬SELECT キー ⑧ → キー USER 単位表示設定の数値＋

⑩ ← キー および小数点位置設定
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6.3 内蔵電池および交換について

、 。使用電池は 単三型のｵｷｼﾗｲﾄﾞ乾電池を推奨しますが単三型であれば使用可能です

但し、ご使用電池により使用可能時間が変わりますのでご注意下さい。

仕様の約8時間使用可能は ZR6(Y)ｵｷｼﾗｲﾄﾞ乾電池、室温で使用した時の条件です。

電池電圧が約４Ｖを下回ると液晶表示器左端に"Ｂ”の文字を表示します。

表示が出ましたら、早めに電池交換又は外部 AC電源で使用してください。

電池交換およびAC電源パック使用には背面 ②の をOFFにしてから電源スイッチ

行って下さい （電池測定中から外部入力のAC電源には切りかわりません ）。 。

電池収納部

本体背面底蓋の一部がスライドする部分に収納されています。

背面図

この方向にスライド→

電池収納部

７．測 定 方 法

7.1 測定時の注意事項

■TD-35は静ひずみ（ＤＣ～3Hz程度）測定を主にしたひずみ測定器です。

TD-35のA/Dｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ周波数は6Hzです。これより高い周波数成分を含んだひずみを

計測する場合には別途、動ひずみ測定器を御使用下さい。

■ひずみゲージおよびセンサからの信号は微少電圧ですので、ノイズの混入に対しては

は充分な注意が必要です。

センサからの信号ケーブルは必ず 芯シールドケーブルを使用して下さい。専用の４

、 、 、 、■信号ケーブルは 電力系の配線と平行 一緒にならないような場所で またモーター

電源トランス等、強磁界を発生する機器などから出来るだけはなして測定下さい。

■直射日光の当たる場所や高温、多湿、結露など急激な温度、湿度変化のある場所での

測定は出来るだけさけてください。
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7.2 結線方法

本器はロードセルなど、ひずみゲージ式センサの出力測定用のひずみ表示器です。

ひずみゲージ単体でのひずみ測定には、BX-100ひずみゲージ用ブリッジボックスを使

用することで １および２ゲージ法などの測定が可能になります。

7.3 測 定

7.3.1 ひずみ測定

⑥のINPUTにセンサを接続し、④のINDICATIONを STRAIN、⑤のZERO SETを"OFF"

にし電源を入れるとひずみ表示となります。

■ゼロ調整

背面⑤のZERO SETを"ON"し、操作面⑬のSELECTボタンを押しながら⑨のZERO RESE

Tを押すと表示がゼロとなりゼロ調整ができます。このゼロ調整の範囲は±10000

×10 ひずみまでです。－６

±10000×10 ひずみを越えている場合は OFF OVER と表示し、表示は元に戻り－６

ゼロはとれません。

ZEROをとる必要がある場合、巻末の資料を参照し調整範囲の±10000×10 ひず－６

み以下にしてからZERO調整を行います。

■ピークホールド表示

⑫のPEAK HOLDボタンを押すと表示画面の”Ｐ”と表示しピークホールドが開始

されます。再度 ⑫のPEAK HOLDボタンが押されるまで行われます。

7.3.2 ユーザ単位表示測定

⑥のINPUTにセンサを接続し、④のINDICATIONを USER にすると、センサの感度

（ｍＶ/Ｖ）に対する物理量（Ｋｇ等）を設定することにより表示を物理量に出来

ます。

■センサ感度値（ｍＶ／Ｖ）に対する設定手順

操作面⑬のSELECTを押しながら⑪のENTERを押すと と表示しますのＣ ○○.○○○

で⑧⑩のキーで希望の桁に移動し、⑦⑨のキーで数値を入力します。

確定したら⑪ENTERを押し、続いて表示したい数値が と表示しますＧ ○○○○○

ので同じく、⑧⑩のキーで希望の桁に移動し、⑦⑨のキーで数値を入力します。

小数点の移動は小数点の位置で⑪のENTERｷｰを押し、文字を反転さ⑧⑩のキーで希

望位置に移動さ⑪ENTERを押します。全ての設定が終わったら再度⑪ENTERを押し

ます。

■測定画面での少数位置設定

測定中⑬のSELECTを押しなが⑧又は⑩のキーを押すことにより少数点位置を移動

させる事が出来ます。位置を示す文字が反転表示しますので⑧又は⑩のキーを押

し希望位置にし⑪ENTERを押します。

但し、最大99999表示を越えて表示することは出来ません。
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■ゼロ調整およびピークホールド表示

操作および機能はひずみ測定と同じです。背面⑤のZERO SETを"ON"します。

ゼロ調整は⑬のSELECTボタンを押しながら⑨のZERO RESETを押すと機能します。

調整出来る範囲は入力ひずみ量で±10000×10 ひずみです。－６

■表示される精度について

小数点位置の変更により、入力ひずみ量換算値で1×10 ひずみ以下の数値を表－６

示させる事が出来ますが、安定性および精度などの保証は表示される全てが保証

するものではありまん。

■初期設定について

⑬のSELECTボタン、⑦↑キーを同時に押しながら ②POWERをONし 測定値が表示

されるまで押し続けるとユーザ単位は 1.000ｍV/V、２０００表示の初期設定と

なります。

7.4 アラーム表示について

測定時のアラーム

■ＯＶＥＲ

内容：表示値が９９９９９を越え表示の範囲外。

対策：ユーザ単位の場合は最大桁数、係数を変えるなどして予想測定最大値

が９９９９９を越えない様にします。

■ＯＦＦ ＯＶＥＲ

内容：オフセットしたが入力値はオフセット調整範囲を超えている。

対策：巻末の資料"ZERO調整"を参照し±10000×10 ひずみ以下になるよう－６

にブリッジバランスを調整します。

■ＡＤ ＋ＯＶＥＲ／－ＯＶＥＲ

内容：センサからの入力値が±20000×10 ひずみを越えている。－６

対策：センサからの入力信号が±20000×10 ひずみを越えているエラーで－６

すので、センサおよびセンサケーブルの断線などが考えられます。

電源投入時のエラーメッセージ

、 （ ）、 （ ）、下記のアラームは EEPROMの書き換え回数 10 回 データ保持時間の制限 10年７

設定ミス、内部処理ミスなどからのアラームです。PRM ERRは設定ミスでその他の

のエラーは通常使用状態では発生しません。万一表示が出た場合電源を切り再度電

源をオンし下さい。

なをも改善されない場合には、弊社営業部又は代理店まで連絡下さい。

1. ＲＥＣＯＶＥＲ ：ユーザー単位係数が異常のため初期化しました

ＲＯＭへデータ保存中に電源が切れた時に発生

2. ＰＲＭ ＥＲＲ ：変換係数が不正

、 、 。mv/v 感度のどちらか又は両方が０ 適正な値を入力します
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3. ＡＤ ＥＲＲ ：内部A/Dとの通信に失敗、電源の再投入で修復

4. ＣＡＬ ＥＲＲ ：ＲＯＭに書き込まれているデータが異常

5. ＲＯＭ ＷＥＲＲ：ＲＯＭ書き込み失敗

6. ＲＯＭ ＲＥＲＲ：ＲＯＭ読み込み失敗

7. ＲＯＭ ＥＥＲＲ：ＲＯＭ消去失敗

8. ＳＹＳ ＥＲＲ ：内部処理エラー

9. ＢＡＤ ＣＡＬＤ：ＲＯＭデータ異常で校正値不良

８．資 料

ストレンゲージセンサの "ＺＥＲＯ”調整

センサの出力は、負荷をかけなくともわずかに電圧が発生します。また、計重装置な

どで風袋量などがある場合はその重量に相当する電圧が発生します。

TD-35のゼロ調整範囲は±５ｍＶ／Ｖ（±10000×10 ひずみ）です。この範囲でなを－６

ゼロが取れない場合には下図のように、センサ出力に見合ったゼロ点シフト抵抗器を外

部に取付てゼロ点を電気的にシフト出来ます。

ＲＺはセンサの不平衡の方向でどち

らか一方に接続します。

－ＳＩＧ（Ｂ 、＋ＥＸＣ（Ａ）間に）

接続するか －ＳＩＧ（Ｂ 、－ＥＸＣ）

（Ｃ）間に接続するかでシフトの方向

が反転します。

計量器などにおける風袋引き

（センサ 出力プラスに出力）など

の不平衡をキャンセルする場合にはＲＺ

を－ＳＩＧ、＋ＥＸＣ（Ｂ－Ａ）間に挿入します。

使用する抵抗器(RZ)は、センサのゼロ点ドリフト性能に直接影響しますので、温度に対

する抵抗変化の少ない優れた抵抗器を使用下さい。(２５ＰＰｍ／℃以下の物を推奨）

この方法は指示器の交換などで、交換した機器の感度校正にも応用できます。

通常はセンサと組み合わせ、実際の荷重をかけて初期校正を行いますが、再度の校正が

大変と予想される場合に、初期校正後にあらかじめ適当な抵抗器を選定ておき、ＲＺを

ブリッジの一辺に接続した状態で表示値を記録しておけば、指示器の故障などで交換し

た際、ゼロ調整後、前回使用した抵抗器を同じ一辺に接続して、同じ表示値になるよう

に感度調整を行えば、実負荷によらずに再校正を行うことが出来ます。

次ページにブリッジ抵抗値３５０Ωおよび１２０Ωのセンサブリッジ回路の一辺に接続

した時の抵抗値とシフト量を示します。

この抵抗値は計算値であり、また実際に使用されるセンサの入、出力抵抗にも誤差があ

りますので目安として御使用下さい。



- 10 -

350Ωおよび120Ωブリッジ回路の入力換算ひずみに対する付加抵抗値表

測定項目によるスイッチの設定一覧

　センサ・シフト量

（×10
－６
ひずみ)

200 875 300

400 437 150

600 291 100

800 219 75

1000 175 60

1200 146 50

1400 125 43

1600 109 37

1800 97 33

2000 87 30

2400 73 25

2800 62 21

3200 55 19

3600 48 17

4000 44 15

（単位ＫΩ）

 センサ・350Ωの時 　 センサ・120Ωの時

ひずみ測定 ユーザ単位測定
スイッチ番号 表示 内容 設定 スイッチ番号 表示 内容 設定
④ INDICATION 指示値単位 STRAIN ④ INDICATION 指示値単位 USER
⑤ ZERO　SET オフセット OFF ⑤ ZERO　SET オフセット OFF

ひずみオフセット測定 ユーザ単位オフセット測定
スイッチ番号 表示 内容 設定 スイッチ番号 表示 内容 設定
④ INDICATION 指示値単位 STRAIN ④ INDICATION 指示値単位 USER
⑤ ZERO　SET オフセット ON ⑤ ZERO　SET オフセット ON

ひずみピークホールド測定 ユーザ単位ピークホールド測定
スイッチ番号 表示 内容 設定 スイッチ番号 表示 内容 設定
④ INDICATION 指示値単位 STRAIN ④ INDICATION 指示値単位 USER
⑤ ZERO　SET オフセット ON又はOFF ⑤ ZERO　SET オフセット ON又はOFF
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外 観９．


